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庚
申
塔
や
月
待
塔
な
ど
庶
民
信
仰
に
関
連
す
る
江
戸
時
代
か
ら
の

石
造
物
は
、
房
総
で
も
特
に
印
西
市
域
に
お
い
て
数
多
く
寺
社
境
内

や
路
傍
に
見
ら
れ
、
そ
の
数
は
、
昭
和
五
十
四
年
～
平
成
三
年
に
報

告
さ
れ
た
印
西
町
教
育
委
員
会
の
石
造
物
悉
皆
調
査
に
よ
れ
ば
、
総

数
三
〇
五
六
基
中
、
三
分
の

一
の

一
一
五
六
基
に
及
ん
で
い
る
。
そ

の
概
略
は
、
「印
西
町
石
造
物
』
の

『第

一
集
』
か
ら

『第
八
集
」

と
そ
の

「追
録
』
、
さ
ら
に
そ
の

一
般
向
け
総
集
編
と
し
て
刊
行
さ

れ
た

「石
と
の
語
ら
い
』
で
報
告
さ
れ
、
ま
た
、
十
九
夜
塔
な
ど
北

総
の
女
人
信
仰
の
か
か
わ
る
石
塔
に
つ
い
て
は
、
印
西
町
に
在
住
し

た
榎
本
正
三
氏
の
著
書

「女
人
哀
歓
―
利
根
川
べ
り
の
女
人
信
仰
』

に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
、
北
総
、
特
に
印
鰭
沼
周
辺
の
講
に
よ
る
石
造
物
の
う
ち
、

庚
中
塔
や
―
九
夜
塔
と
並
ん
で
数
が
多

い
子
安
塔
に
興
味
を
持
ち
、

蕨

　

　

由
　
美

そ
の
全
数
把
握
と
分
析
を
行

っ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
最
新
の
研
究

報
告
か
ら
印
西
市
域
と
隣
接
市
町
域
の
庚
申
塔
お
よ
び
十
九
夜
塔
の

概
況
と
、
筆
者
が
調
べ
た
同
地
域
の
子
安
塔
の
成
立
と
現
況
に
つ
い

て
述
べ
て
い
き
た
い
。

な
お
、
現
在
の
印
西
市
と
平
成
二
十
二
年
の
合
併
以
前
の
印
西
市

の
範
囲
と
区
別
す
る
た
め
、
旧
印
西
市
は

「
印
西
地
区
」
、
旧
印
鰭

村
は

「印
謄
地
区
」
、
旧
本
埜
村
は

「
本
埜
地
区
」
の
名
称
を
用
い
る
。

使
用
し
た
デ
ー
タ
は
、
印
西
地
区
は

「印
西
町
石
造
物
第

一
集
～

第
八
集
」
、
自
井
市
は

「自
井
町
石
造
物
調
査
報
告
書
」
第

一
集
～

第
四
集
、
人
千
代
市
は

『八
千
代
市
の
歴
史
　
近
代

・
現
代
Ⅲ
　
石

造
文
化
財
』
に
よ
る
。
そ
の
他
の
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
『千
葉
県

石
造
文
化
財
調
査
報
告
』
お
よ
び
電
子
デ
ー
タ

「
下
総
地
方
中
部
８

市
町
村
石
造
文
化
財
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
２
０
１
１
年
版
」
、
十
九
夜
塔

は
石
田
年
子

「
下
総
地
方
の
十
九
夜
塔
と
女
人
講
」
、
子
安
塔
は
拙

稿

「
北
総
の
子
安
像
塔
の
系
譜
＝
江
戸
時
代
中
期
に
お
け
る
そ
の
出

は
じ
め
に 印

西
市
域
の
庚
申
塔
と
十
九
夜
塔
お
よ
び
子
安
塔
に
つ
い
て
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U
現
と
成
立
に
つ
い
て
」
二
北
総
の
子
安
像
塔
＝
江
戸
時
代
後
期

（文

化
～
天
保
期
）
の
展
開
に
つ
い
て
」
二
北
総
の
子
安
像
塔
＝
江
戸
時

代
末
期
か
ら
現
代
ま
で
の
様
相
に
つ
い
て
」
の
デ
ー
タ
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
。

時
代
区
分
は
、
筑
波
大
学
で
の
日
本
美
術
シ
ソ
ー
ラ
ス
で
使
わ
れ

た
次
の

「時
代
区
分
」
に
よ
る
。

江
戸
時
代
前
期
＝
一
六

一
五
～

一
七

一
六

江
戸
時
代
中
期
＝
一
七

一
六
～

一
人
〇
四

江
戸
時
代
後
期
１
一
八
〇
四
～

一
人
六
人

近
　
　
　
　
代
＝
一
人
六
人
～

一
九
四
五

現
　

　

　

代
，
一
九
四
五
～

一　
庚
申
塔
の
概
況

１
　
近
世
庚
申
塔
の
成
立
と
江
戸
時
代
前
期
の
様
相

庚
申
塔
は
、
最
も
普
遍
的
で
数
も
多
く
、
近
世
か
ら
の
村
落
共
同

体
建
立
の
石
塔
を
代
表
す
る
石
造
物
で
あ
る
。
庚
申
待
は
、
六
十
日

に

一
回
庚
申
の
夜
に
、
眠
っ
た
人
間
の
体
か
ら
三
戸
が
抜
け
出
し
天

帝
に
そ
の
人
の
罪
過
を
告
げ
ら
れ
な
い
よ
う
徹
夜
す
る
と
い
う
道
教

に
由
来
し
た
信
仰
で
、
室
町
時
代
ご
ろ
か
ら
庶
民
に
も
浸
透
し
庚
申

講
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
供
養
の
証
し
と
し
て

「庚
申

塔
」
を
建
立
す
る
風
習
が
、
江
戸
時
代
、
各
地
に
定
着
し
た
。

人
１
と
表
２
は
、
印
西
市
と
そ
の
周
辺
市
町
の
庚
申
塔

・
十
九
夜

塔

・
子
安
像
塔

・
子
安
文
字
塔
と
石
祠
の
各
基
数

（百
庚
申
は
件
数

で
集
計
）
お
よ
び
、
そ
の
初
出
年
銘
で
あ
る
。

印
西
市
域
の
庚
申
塔
数
は
、
六
三
六
基
と
、
周
辺
の
市
町
と
比
べ

て
も
、
抜
き
ん
で
て
数
が
多

い
。
市
町
村
別
の
石
造
物
数
は
、
自
治

体
の
調
査
対
象
の
幅
や
選
択
法
な
ど
に
よ
リ
デ
ー
タ
数
が
異
な
り

一

概
に
比
較
で
き
な
い
が
、
庚
申
塔
の
場
合
、
お
お
む
ね
全
数
が
調
査

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
各
地
域
の
石
造
物
数
の
濃
密
度
の
指
標
と

な
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
点
か
ら
見
て
も
、
印
西
市
域
は
石
造
物
の
豊

富
な
地
域
性
を
示
し
て
い
る
。

近
世
庚
申
塔
の
関
東
に
お
け
る
初
出
は
、
元
和
九
年

（
一
六
二
三
）

の
足
立
区
正
覚
院
の
弥
陀
三
尊
来
迎
塔
と
三
郷
市
常
楽
寺
の
山
王
廿

一
社
文
字
塔
、
千
葉
県
最
古
は
松
戸
市
幸
谷
観
音
境
内
の
寛
永
二
年

（
一
六
二
五
）
の
山
王
廿

一
社
文
字
塔
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
下
総

地
域
へ
の
伝
播
は
、
江
戸
川
に
接
す
る
東
葛
地
域
か
ら
も
た
ら
さ
れ

る
と
推
定
さ
れ
る
。
印
西
市
に
隣
接
し
た
地
域
で
は
、
佐
倉
市
の
慶

安
三
年

（
一
六
五
〇
）
先
崎
地
蔵
尊
の
九
彫
り
地
蔵
坐
像
、
つ
い
で

我
孫
子
市
の
高
野
山
香
取
神
社
の
文
字
塔
と
青
山
人
幡
神
社
の
三
猿

付
が
古
く
、
と
も
に
板
碑
型
で
万
治
二
年

（
一
六
五
九
）
の
銘
が
あ

る
。続

い
て
、
八
千
代
市
吉
橋
の
高
本
人
幡
社
の
万
治
三
年
銘
の
三
面

に

一
匹
ず
つ
三
猿
を
浮
彫
り
に
し
た
笠
付
角
柱
型
、
そ
し
て
そ
の
翌

年
の
寛
文
元
年

（
一
六
六

一
）
に
は
、
竹
袋
観
音
堂
に
お
い
て
も
台

座
に
三
猿
が
刻
ま
れ
た
聖
観
音
立
像
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。
（写
真
１
）

こ
の
よ
う
に

一
六
六
〇
年
前
後
の
短

い
間
に
こ
の

地
域
に
庚
申
待

の
宗
教
儀
礼
と
そ
れ
に
伴
う
造
塔
が

普
及
し
て
い
く
が
、
像
容
は
三
猿
や
諸
仏

の
彫
像
、

文
字

の
み
の
供
養
塔
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
と

り
、
主
尊
も
定
ま

っ
て
い
な
い
。

や
が

て
印
西
市
域
と
そ

の
周
辺
地
域

で
、
青
面

金
剛
像
を
主
尊

に
浮
彫
り
し
た
典
型
的
な
庚
申
塔

に
な

っ
て
い
く
の
は
、
寛
文
十

一
年

（
一
六
七

一
）

銘

の
小
林

の
砂

田
庚
申
堂
内

の
四
臀

の
青
面
金

剛
像

（
写
真

２
）
か
ら
、
近
隣
で
は
、
延
宝

二
年

（
一
六
七
四
）

の
八
千
代
市
大
和
田
新
田
路
傍
と
、

同
年

の
佐
倉
市
天
辺
宝
寿
院
の
庚
申
塔
が
造
立
さ
れ

る
頃
か
ら
で
あ
る
。

青
面
金
剛
は
、
も
と
は
流
行
病
を
流
行
ら
せ
る
悪

鬼
で
あ

っ
た
が
、
の
ち
改
心
し
て
病
魔
を
駆
逐
す
る

善
神
に
な

っ
た
と

い
う
仏
教
説
話
が
、
鎌
倉
時
代

の

「
渓
嵐
拾
葉
集
」
に
あ
る
と

い
う
。
「
陀
羅
尼
集
経
九

大
青
面
金
剛
呪
法
」
に
よ
る
儀
軌
で
は
、
「
一
身
四
手
」

で

「
身
体
青
色
、
口
を
張
り
牙
を
出
し
、
真

っ
赤
な

目
を
も

つ
…

」
と
あ
る
が
、
二
手
を
合
掌
し
宝
輪

・

表 1 印西市と周辺地域の講石塔の数

ホ印西地区は|:1印西市城.l11甚地区は旧:I歴村域.本埜地区は11本

“

|1戌 .成‖1市はlH成 田市域を示す

表2 印西市と周辺地域の講石塔の初出年

*印西地区は,1中 西11崚、F雌地ビは旧印巌村減.本■地「Xは 11本
'^村
域.成‖,市は旧成田市域を示す

■
■
■
目

庚申塔 十九夜塔 子安像塔 子安文字塔・石嗣
印西地区・ 3(,6 218 111

|

27

印膳地区
*

17() 1()() 108

本埜地区 = 100

636

58

376

38

257印西市計

自井市 270 ド:, 52

141八千代市 432 8(,

佐倉市 125 8() 1()3

酒々井町 20 19 17

成田市 ' 119 61

我孫子市

周辺市町計

216 (,9

1212 398 324

庚申塔 十九夜塔 子安像塔 子安文字塔・石祠
印西地区

*

寛文元年 (1661) 寛文5年 (1665)

寛文6年 (16“ )

人り17年 (1787) 元文3年 (1738)

寛延3年 (1750,

安水5年 (1776)

寛政12年 (1800)

元禄 16年 (1703)

π文4年 (1739)

天明 5年 (1785)

文政6年 (18る )

明和 7年 (1770)

印絡地区・

本埜地区・
元禄13年 (17∞ ) 1::1113イ 11 (1753)

安水5年 (1776)延宅3年 (1675) 寛文 9年 (1669)
白井市 寛文10年 (1670) 寛文10年 (1670) 文化6年 (お∞ )

文化11年

寛政6年

(1814)

(1794)

八千代市

佐倉市

万治3年 (Ю∞ )

慶安3年 (1650)

寛文11年 (1671)

寛文9年 (1669)
酒々井町

成田市 '
正徳元年 (1711)

延宝8年 (1“0)

延宝 211(1674)

寛文11年 (

(

1671)

寛文81 1668,

′保 18年 (1733)

i`暦 2年 (1752)
我孫子市 ソメお

=2:年

:(1659) 人明元年 (1781)
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写
真
１
　
竹
袋
観
音
堂
の
聖
観
音
立
像
庚
申
塔
　
寛
文
元
年
銘

（埋
没
し
た
台
座
に
三
猿
が
浮
彫
り
）

写
真
２
　
砂
田
庚
申
堂
内
の
四
臀
青
面
金
剛
像
庚
申
塔

寛
文
十

一
年
銘

た

矛

・
弓

・
矢
を
持
つ
六
臀
像
と
、
合
掌
せ
ず
右
手
に
人
身

（シ
ョ
ケ

ラ
）
左
手
に
剣
を
持
つ
六
臀
像
が

一
般
的
で
、
さ
ら
に
日
月
二
一鶏
・

三
猿

・
邪
鬼
、
ま
れ
に
二
童
子
が
付
く
。

印
西
地
区
で
は
、
上
町
観
音
堂
の
元
禄
十
三
年
銘

（
一
七
〇
〇
）

銘

の
道
標
を
兼
ね
た
笠
付

の
塔
、
大
森
長
楽
寺

の
正
徳
五
年

よ
く
類
似
し
、
配
置
さ
れ
る
台
座
や
塔
身
下
部

の
ス
ペ
ー
ス
に
よ

り
、　
一
列
の
平
型
、
ま
た
は
三
角
型
に
配
置
す
る
特
徴
が
あ
る
。
享

写
真
３
　
大
森
長
楽
寺
の
青
面
金
剛
像
庚
申
塔
　
正
徳
五
年
銘

（二
鬼
三
猿
二
重
子
と
二
仁
王
が
彫
像
さ
れ
た
塔
）

（
一
七

一
五
）
銘
の
青
面
金
剛
像
に
二
鬼
三
猿
二
童
子
に
加
え
て
二

仁
王
が
彫
像
さ
れ
た
塔

（写
真
３
）
、
享
保
十
七
年

（
一
七
三
二
）

の
結
縁
寺
青
年
館
前
の
笠
付
型
の
塔
な
ど
、
手
の
凝

っ
た
庚
申
塔
が

建
て
ら
れ
る

一
方
、印
格
地
区
造
谷
路
傍
の
宝
永
三
年

（
一
七
〇
六
）

銘
の
塔
や
印
西
地
区
船
尾
東
光
院
の
延
享
三
年

（
一
七
四
六
）
銘
の

塔

（写
真
４
）
な
ど
、簡
潔
で
洗
練
さ
れ
た
意
匠
の
像
容
も
見
ら
れ
、

江
戸
前
期
末
か
ら
中
期
初
め
に
か
け
て
の
青
面
金
剛
像
塔
に
は
、
優

れ
た
像
容
の
石
塔
が
多
い
。

２
　
地
域
的
な
特
徴
を
示
す
中
期
の
庚
申
塔

そ
の
後
、
印
西
市
を
中
心
と
し
た
下
総
地
域
で
は
、
青
面
金
剛
像

塔
が
数
的
に
も
最
盛
期
に
な
る
享
保
か
ら
宝
暦
年
間
に
か
け
て
、
そ

の
像
容
に
画

一
的
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

享
保
三
年
銘
の
下
曽
根
市
杵
島
神
社
の
像
容

（写
真
５
）
た
・み
ら

れ
る
よ
う
に
、
主
尊
の
目
が
い
わ
ゆ
る
ア
ー
モ
ン
ド
形
で
、
右
手
に

鈴
状
ま
た
は
人
身
の
頭
部
ら
し
き
袋
状
の
も
の
を
持
ち
、
宝
輪
を
持

つ
手
が
直
角
で
水
平
に
伸
び
、
迫
力
が
な
い
邪
鬼
が
う
ず
く
ま
る
姿

の
特
徴
は
、
印
膳
地
区
・印
西
地
区
か
ら
白
井
市
や
船
橋
市
の
東
部
、

我
孫
子
市

・
柏
市

・
栄
町
に
広
が
り
、
延
享
三
年
に
は
八
千
代
市
に

達
す
る
が
、
千
葉
市

・
佐
倉
市

・
成
田
市
な
ど
そ
の
他
の
地
域
で
は

報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
三
猿
の
意
匠
も
、
両
端
横
向
き
で
中
央
が
正
面
向
き
の
形
が

保
三
年
銘
の
物
木

の
庚
申
塚
の
三
猿
文
字
塔
は
こ
の
三
角
型
の
初
出

で
、
享
保
九
年
戸
神
宗
像
神
社
三
猿
文
字
塔
が

つ
づ
く
。
ま
た
物
木

の
庚
申
塚
に
宝
暦
四
年

（
一
七
五
四
）
に
造
立
さ
れ
た
庚
申
塔

（写

真
６
）
に
も
、
青
面
金
剛
像
の
下
に
三
角
型
に
配
置
し
た
三
猿
が
刻

ま
れ
て
あ
る
。

こ
れ
ら
の
特
徴
を
大
畠
洋

一
氏
が

「
生
首
持
ち
型
青
面
金
剛
」
と

提
起
、
さ
ら
に
印
磨

・
手
賀
沼
周
辺
に
限
定
し
て
こ
の
青
面
金
剛
像

塔
が

一
一
八
基
、
三
猿
文
字
塔
が

一
七
基
あ
り
、
時
代
も
享
保
三
年

（
一
七

一
人
）
か
ら
宝
暦
十
二
年

（
一
七
六
二
）
の
四
十
四
年
間
に

限
定
さ
れ
る
こ
と
、
こ
の
時
期

の
全
青
面
金
剛
像
塔

の
二
五
％
を
占

め
、
印
西
市
で
は
四
二
基
、
次

い
で
自
井
市
で
二
三
基
が
確
認
さ
れ

写
真
５
　
下
曽
根
市
杵
島
神
社
の
青
面
金
剛
像
庚
申
塔
　
吉子
保
三
年
銘

写
真
４
　
船
尾
東
光
院
の
青
面
金
剛
像
庚
申
塔
　
延
享
三
年
銘

」 |
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写
真
６
　
物
木
庚
申
塚
の
青
面
金
剛
像
塔
　
宝
暦
四
年
銘

３
　
印
西
市
域
の
百
庚
申

江
戸
中
期
終
わ
り
の
寛
政
期

（
一
七
九
〇
年
代
）
の
こ
ろ
か
ら
、

下
総
地
方
の
庚
申
塔
は
、
青
面
金
剛
像
塔
か
ら
三
猿
付
文
字
塔
に
替

わ
り
、後
期
前
半
は
「青
面
金
剛
」
の
主
尊
名
、文
政
期
頃
か
ら
は
「庚

申
塔
」
銘
の
文
字
塔
と
な
る
が
、
印
西
市
域
の
庚
申
塔
で
特
異
な
の

は
、
江
戸
後
期
か
ら
近
代
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た

「
百
庚
申
」
で
あ

る
。
通
常
、
百
庚
申
は
、
駒
型
の
文
字
塔
九
基
毎
に
青
面
金
剛
像
塔

一
基
ず
つ
を

一
〇
組
並
べ
て
配
置
す
る
の
を
基
本
と
す
る
。

武
西
の
百
庚
申
は
、
文
久
三
年

（
一
人
六
三
年
）
の
造
立
で
、
当

時
の
形
態
を
最
も
良
く
残
し
て
お
り
、
平
成
十

一
年
三
月
に
印
西
市

の
指
定
文
化
財

（記
念
物

・
史
跡
）
に
な

っ
て
い
る
。
（写
真
７
）

る
こ
と
が
、
石
田
年
子
氏
に
よ
り
報
告
さ
れ
て
い
る
。

つ
か

っ
て
お
り
、
今
後

の
詳
し
い
調
査
報
告
が
待
た
れ
る
。

こ
の
ほ
か
印
西
地
区
の
浦
部

・
小
林
、
印
繕
地
区
の
松
虫
台
、
本

埜
地
区
笠
神
の
笠
神
社

（写
真
８
）
を
含
め
、
印
西
市
域
を
中
心
に

二
〇
か
所
の
百
庚
中

（
一
石
百
庚
申
を
除
く
）
が
、
「
武
西
の
百
庚

中
」
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
最
近
の
調
査
で
は
、
我
孫
子
市
で
さ

ら
に
大
光
寺
と
岡
発
戸
八
幡
神
社
の
二
か
所
と
、
船
橋
市
前
原
東
路

傍
、
ま
た
本
埜
地
区
笠
神
で
も
蘇
羽
鷹
神
社
の
近
代
の
百
庚
申
が
見

夜
念
佛
」
銘
の
宝
筐
印
塔
で
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
は
十
九
夜
の
講
も
念

仏
講
と
不
可
分
で
あ
り
、
ま
た
主
尊
も
定
ま

っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

如
意
輪
観
音
を
主
尊
と
し
た
十
九
夜
塔
の
初
出
は
、
茨
城
県
利
根

町
布
川
の
徳
満
寺
の
万
治
元
年
銘
の
四
手
の
如
意
輪
観
音
像
を
線
彫

り
し
た
板
碑
型
石
塔
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
舟
型
光
背
に
二
腎
の

如
意
輪
観
音
像
を
浮
彫
り
し
た
典
型
的
な
十
九
夜
塔
が
出
現
す
る
の

は
、
万
治
三
年
山
武
市
戸
田
の
金
剛
勝
寺
の
二
腎
像
の
石
塔
で
、
こ

れ
に
寛
文
三
年

（
一
六
六
三
）
山
武
市
松
ヶ
谷
の
勝
覚
寺
の
塔
が
続

く
が
、
先
駆
的
で
あ

っ
た
山
武
市
で
の
造
立
は
こ
の
二
基
の
み
で
絶

え
る
。
一
方
、
印
西
市
域
で
は
、
寛
文
五
年
の
小
倉
青
年
館
の
十
九
夜
塔

（写
真
９
）
を
初
出
と
し
て
、
寛
文
十
年
ま
で
の
五
年
間
に
、
一
三

基
の
如
意
輪
観
音
像
の
十
九
夜
塔
が
集
中
的
に
造
立
さ
れ
る
。
そ
の

像
容
は
、
二
臀
ま
た
は
、
六
腎
の
像
で
、
二
腎
像
は
右
手
を
頬
に
当

て
、
左
手
を
左
ひ
ざ
の
上
に
置
く
。
儀
軌
で
は
下
げ
た
手
が
膝
の
後

ろ
に
仲
ば
す
触
地
印
を
示
す
と
さ
れ
る
が
、
石
仏
で
は
膝
に
置
く
の

が
、
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
六
腎
像
は
、
さ
ら
に
右
手
で
胸
に
如
意
宝

珠
、
下
げ
た
手
に
数
珠
を
、
左
手
に
は
輪
宝
、
蓮
華
を
持
つ
。

寛
文
五
年
の
小
倉
青
年
館
の
二
腎
像
を
は
じ
め
、
寛
文
八
年
の
和

泉
青
年
館
の
六
腎
像

（写
真
１０
）
な
ど
は
厳
め
し
い
表
情
の
如
意
輪

像
で
あ

っ
た
が
、
寛
文
八
年
の
松
虫
寺
や
、
寛
文
九
年
の
小
林
光
明

一
一　
十
九
夜
塔
の
概
況

１
　
十
九
夜
塔
の
発
祥
と
印
西
市
域
へ
の
伝
播

関
東
北
東
部
で
は
、
旧
暦
十
九
日
の
夜
、
女
性
が
寺
や
当
番
の
家

に
集
ま

っ
て
、
如
意
輪
観
音
の
坐
像
や
掛
け
軸
の
前
で
経
文
、
真
言

や
和
讃
を
唱
え
る

「十
九
夜
講
」
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
十
九
夜
講
が
、
祈
願
の
信
仰
対
象
あ
る
い
は
成
就
の
あ
か
し
と

し
て
建
立
す
る
石
塔
が

「十
九
夜
塔
」
で
あ
り
、
右
手
を
右
ほ
ほ
に

当
て
た
思
惟
相
で
、
右
ひ
ざ
を
立
て
て
座
る
半
珈
坐
の
如
意
輪
観
音

像
が
主
尊
と
し
て
彫
刻
さ
れ
る
。

十
九
夜
塔
の
発
祥
と
し
て
は
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
平
沢
の
人
幡
神

社
に
あ
る
雲
母
片
岩
の
石
塔
が
、
大
日
如
来
ら
し
き
坐
像
と

「寛
永

九
年

（
一
六
三
二
）
二
月
十
九
日
」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
が
最
古
と
推
測
さ
れ
る
が
、
十
九
夜
塔
の
初
出
と
さ
れ
る

の
は
、
「十
九
夜
」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
つ
く
ば
市
北
条
新
田
の

寛
永
十
年
の
自
然
石
型
文
字
塔
で
あ
る
。

千
葉
県
で
は
承
応
元
年

（
一
六
五
二
）
の
香
取
市
石
納
地
区
結
佐

大
明
神
境
内
の

「十
九
夜
侍
之
供
養
／
十
二
月
十
九
日
」
銘
の
宝
医

印
塔
の
残
欠
が
古
く
、
次
い
で
、
明
暦
元
年

（
一
六
五
五
）
造
立
の

芝
山
町
加
茂
普
賢
院
の
「十
九
夜
待
」
銘
の
あ
る
六
地
蔵
立
像
石
瞳
、

三
番
目
は
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
山
武
市
本
須
賀
大
正
寺
の
「十
九

写
真
フ

（上
）

写
真
８

（下
）

ヨ
■
■
］

,

武
西
の
百
庚
申
塚
　
文
久
三
年

笠
神
社
の
百
庚
申

慶
應
元
年
～
三
年
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■

写
真
９
　
小
倉
青
年
館
の
二
臀
如
意
輪
観
音
像
十
九
夜
塔
　
寛
文
五
年
銘
　
　
　
写
真
１１

，
７

写
真
１０
　
和
泉
青
已
館
の
六
臀
如
意
輪
観
音
像
十
九
夜
塔

寛
文
八
年
銘

小
林
光
明
寺
墓
地
の
六
胃
如
意
輸
観
音
像
十
九
夜
塔

寛
文
九
年
銘

写
真
１２
　
中
根
福
衆
院
の
六
臀
如
意
輸
観
音
像
十
九
夜
塔
　
寛
文
九
年
銘

多
く
造
ら
れ
る
。
自
井
市
指
定
文
化
財
で
あ
る
延
命
寺

の
寛
文
十
年

の
六
腎

の
十
九
夜
塔
も
、
こ
れ
ら
の
流
れ
か
ら
周
辺
地
域

へ
広
が

っ

た
の
で
あ
ろ
う
傑
作

の

一
例
で
あ
る
。

写
真
１３

―
　
ヽ

寺
の
六
腎
如
意
輪
像
塔

（写
真
Ｈ
）
と
同
年
の
中
根
の
福
衆
院
の
六

臀
如
意
輪
像
塔

（写
真
１２
）
な
ど
、
主
尊
の
顔
立
ち
も
女
性
的
で
美

し
く
、　
一
部
透
か
し
彫
り
が
施
さ
れ
る
な
ど
、
優
れ
た
像
容
の
塔
が

寛
文
五
年
の
初
出
例
か
ら
印
西
市
域
の
五
年
間
の
十
九
夜
塔
数

二

一
基
は
、
同
時
期
の
千
葉
県
内
の
光
背
型
如
意
輪
観
音
像
の
十
九

夜
塔
三
四
基
の
約
六
割
を
占
め
る
。
ま
た
、
表
１
と
表
２
の
市
町
別

の
十
九
夜
塔
の
数
と
初
出
年
を
、
庚
申
塔
と
比
較
し
て
み
る
と
、
印

西
市
域
で
は
、
庚
申
塔
数
の
約
六
割
の
三
七
八
基
が
造
塔
さ
れ
て
い

る
。
し
か
も
、
青
面
金
剛
像
の
庚
申
塔
の
造
立
よ
り
や
や
先
行
し
、

ま
た
周
辺
各
市
町
で
も
寛
文
八
年
か
ら
数
年
間
の
短
い
期
間
内
に

一

斉
に
造
塔
さ
れ
て
い
る
。

利
根
川
下
流
域
や
印
西
市
か
ら
我
孫
子
市

・
白
井
市

・
香
取
市

・

栄
町

・
佐
倉
市

・
八
千
代
市
な
ど
に
広
が
っ
た
光
背
型
如
意
輪
観
音

像
の
十
九
夜
塔
は
、
延
宝
年
間
に
は
、
酒
々
井
町

・
銚
子
市

・
流
山

市
な
ど
下
総
全
体
に
も
普
及
し
、
下
総
に
お
け
る
十
九
夜
塔
は
、
総

数
約
二
三
〇
〇
基
に
達
す
る
女
人
講
の
代
表
的
な
石
塔
と
な
る
。

そ
の
像
容
は
、
ほ
と
ん
ど
が
儀
軌
ど
お
り
の
二
腎
如
意
輪
観
音
像

（写
真
１３
）
で
あ
る
が
、
我
孫
子
市
江
蔵
地
の
享
保
三
年

（
一
七

一
人
）

銘
の
十
九
夜
塔

（写
真
１４
）
や
岩
戸
伊
付
の
宝
暦
二
年

（
一
七
六
二
）

銘
の
十
九
夜
塔

（写
真
１５
）
な
ど
の
よ
う
に
、
左
手
に
蓮
華
を
持
つ

像
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

２
　
下
総
地
方
の
十
九
夜
塔
の
推
移

表
３
と
図
１
は
印
西
市
内
の
十
九
夜
塔
と
子
安
塔
を
、
表
４
と
図

２
は
下
総
地
方
の
十
九
夜
塔
に
つ
い
て
、
「
下
総
地
方
の
十
九
夜
塔

中
根
福
衆
院
の
〓
臀
如
意
輪
観
琶
像
十
九
夜
塔
　
宝
永
四
年
銘

■
■
■
■

写
真
１４
　
我
孫
子
市
江
蔵
地
の
如
意
輪
観
音
像
十
九
夜
塔

享
保
三
年
銘

（未
敷
蓮
華
を
持
つ
）
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■

写
真
１５
　
岩
戸
伊
付
の
如
意
輪
観
音
像
十
九
夜
塔

宝
暦
二
年
銘

（未
敷
蓮
華
を
持
つ
）

と
女
人
講
」
の
表
２
を
も
と
に
、
そ
の
造
立
数
を
五
十
年
間
隔
で
地

域
別
に
集
計
し
た
表
お
よ
び
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
印
西
市
域
及
び
利
根

川
中
流
域
で
、
江
戸
時
代
前
期

（十
七
世
紀
後
半
、
寛
文
か
ら
正
徳

年
間
）
か
ら
他
地
域
に
先
行
し
て
盛
ん
に
造
立
さ
れ
た
十
九
夜
塔
は
、

中
期

（十
人
世
紀
代
、
享
保
か
ら
享
和
年
間
）
に
は
ピ
ー
ク
に
達
す

る
が
、後
期
の
前
半
ご
ろ

（十
九
世
紀
前
半
の
文
化
か
ら
天
保
年
間
）

か
ら
徐
々
に
減
少
に
転
じ
、
幕
末
か
ら
近
代
に
か
け
て
衰
退
の
道
を

た
ど
る
。
　
．

中
期
前
半
に
追
随
し
て
造
立
数
が
伸
び
て
い
っ
た
印
西
市
域
に
隣

―‐ 子安薇

略

Hレ 十九夜
嗜

_“‐子,文
字4・石

祠

―●‐印西地区

‐4卜印語地区

一 本螢地
区

―●‐印西地区

H卜 印黛地区

‐●‐本埜地区

印西市内の女人議石塔造立数の推移

印西市内の十九夜塔遺立数の推移
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接
す
る
印
鰭

・
手
賀
沼
周

辺
域
も
、
後
期
以
降
は
同

様
の
傾
向
を
示
す
が
、
前

期
か
ら
活
発
な
造
立
が
行

わ
れ
て
い
た
利
根
川
下
流

域
で
は
、
後
期
に
は
急
激

に
減
少
し
、
そ
の
後
は
造

立
さ
れ
な
く
な
る
。

い
ず

れ
も
、
如
意
輪
観
音
像
を

刻
む
十
九
夜
塔
か
ら
子
安

像
塔

へ
と
交
替
し
て
い
く

過
程
で
の
変
化
で
あ
る
が
、

香
取
地
方
な
ど
利
根
川
下

流
域
で
の
極
端
な
減
少
は
、

江
戸
後
期
か
ら
こ
の
地
域

で
盛
ん
に
な
る
復
古
神
道

の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
下
総
西
部

の
江

戸
川

流

域

は
、

中
期

以

降
も
造
立
数
は
低
調

で
、

十
九
夜
塔
造
立
が
稀
な
地

域
と

い
え
る
が
、
利
根
川

図 1 印西市内の十九夜塔・子安像塔などの造立数の推移

表4 下総地方の十九夜塔造立数 石田 |~(注9).の表を地域別 (*表 5)に集計

*表 5 地域別の市町村名 (2005年当時)

造立年代
江戸川

流域
東京湾
岸 域

野田市
利根川

中流域
印西市

印格・手賀
沼周辺

利根川
下流域

絡

城

東

地
下総 計

～ 1700 46

15

10

25

:32

8(,

67

31

78

77

81 44

75 68

83

61

81 88

64 72

191
~ :~~

――rr―――

刻
~
20 13

3 13

21 15

3491     376 356

31 43

134 19

117 33

1(,7 42

16 12

() 0

0 2

31 5

137 l]5

,

442

525

517

403

18

18

15`)

2293

181

～ 1750 24

～ 1800 39

122～ 1850

～ 1900

1

()

|)

16

3

0

19

281

13 55

～ 1950
`
()～ 2000

不  明
合 計 118 2(う 1

十九夜塔 子安像塔 子安文字
塔・石祠造立年代 印西地区 印格地区 本埜地区 印西市計 Fi]西地区 印格地区 本埜地区 印西市計

～ 1700 1.1 21,

26

30

1

14 81 ()

75 ()

811

(ヽ 1 13

31 17

2() 32

3 )ヽ

21 9

376 lll

() 0

(, ()

3 10

41

() 95

11 69

2 22

3 20

257:,8

～ 1750 38

42

ll 2

3～ 1800
～ 1850 36 11 21

～ 19∞ 20

18

2

l

1

100

39

～ 1950 23 2

1～ 2000

3

11

不 明 17 1

11合 計 218 58 l()8

江戸川

流域
東京湾岸域 野田市

利根川
中流域

印西市
印格・

手賀沼周辺
利根川
下流域

東総地域

市川市

浦安市

松戸市

流山市

船橋市

鎌ヶ谷市

習志野市

千葉市

柏市

我孫子市

栄町

成田市

大栄町

下総町

印西市

本埜村

印巌村

沼南町

白井市

八千代市

四街道市

佐倉市

酒々井町

富里市

八街市

芝山町

旭市

八日市場市

山武市

成東町

神崎町

佐原市

山田町

小見川町

栗源町

東庄町

銚子市

-54--55-
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日

_■‐印相・手賀沼周辺

―Ⅲ―東総地撃

江戸川流域

― 棘 湾岸域

利根川下流域

と
江
戸
川
の
分
岐
に
位
置
す
る
野
田
市
域
は
、
後
期
に
造
立
数
が
急

激
に
増
加
し
、
他
地
域
が
十
九
夜
塔
に
替
わ
っ
て
子
安
像
塔
を
造
立

す
る
傾
向
の
中
、
子
安
像
塔
で
は
な
く
、豊
富
な
石
材
を
使

っ
た
凝

っ

た
彫
り
の
十
九
夜
塔
造
立
が
ブ
ー
ム
と
な
る
と
い
う
特
異
な
現
象
が

起
こ
る
。
そ
の
頃
、
十
九
夜
塔
の
造
立
が
盛
ん
に
な
る
埼
玉
県
や
栃

木
県
な
ど
の
利
根
川
上
流
域
か
ら
の
影
響
に
く
わ
え
て
、
醸
造
業
や

水
運
で
女
性
の
活
動
も
活
発
だ

っ
た
と
い
う
野
田
市
域
な
ら
で
は
の

遍
的
に
存
イー‥
し
た
で
あ
ろ
う
か
、
「
千
安
」
と
刻
ま
れ
た
石
造
物
が

―
総
地
方
に
最
初
に
現
れ
る
の
は
、
八
千
代
市
卜
高
野
の
ｒ
安
イーーー
社

の
石
祠
で
、　
几
禄
―
六
年

一　
し
●

―
）
「
子
安
人
明
神
」
の
銘
か

あ
る
．
た
字
銘
の
み
で
像
容

の
な

い
子
安
搭
と
し
て
は
、
印
西

‐ｌｉ
域
で
は

元
文
ｉ
年

一
一
七
二
人
一
――――
部
の
鳥
見
神
社
の

「
子
安
人
明
神
」
銘

の
石
祠
、
松
崎
の
火
■
■
神
社
の
■
延
八
年

一
一
七
六
１
一
竿
付
角

柱
型
の
石
搭
な
ど

一
　

基
、
―
総
地
方
全
体
で
は

一
一
人
■
が
主
に

神
社
境
内
に
存
在
し
て
い
る
．

．
般
に

「
ｒ
安
観
キ
」
と
通
称
さ
れ
る
子
安
像
塔
は
、
―
九
夜
塔

な
ど
の
月
待
塔
が
多

い
利
根
川
中
流
域
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
く
る
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
月
待
塔

の
少
な

い
酒
々
井
町
に
お
い
て
、

■
保
―
八
年

一
一
七
三
１
一
「
∫
安
人
明
神
」
銘

の
ｒ
安
立
像
が
尾

――
住
吉
神
社
境
内

に
登
場
す
る
　
一写
真
１６
一
―
給
で
は
最
初

の
Ｉ

安
像
搭
で
あ
―，
、
油
々
井
‐ｌｌｌ
で
は
さ
ら
に
続

い
て
、
伯
本
新
光
■
菓

地
に
お

い
て
元
文
″
年

一
一
Ｌ
四
０
一
「
村
中
善
女
」
銘

の
石
祠
に

安
置
さ
れ
た
九
彫
り
ｒ
安
■
像
が
現
れ
る
ｌ
一図
６
■
段
一

こ
の
元
丈
″
年
の
小
さ
な
ｒ
安
像
ネ
は
、

‐ｌｉ
お
ん
ふ
と
抱

っ
こ
の

１
児
を
配
し
た
ｒ
安
像
と
、
′̈
石
祠
内
に
１
安
像
が
あ
る
こ
と
が
特

徴
こ
、
―
レ
Ｊ

の
‐‐―‐ｊ
方

の
事
例
は
、
酒
々
井
町
伊
篠
白
幡
―――‐
社
と
佐

青
市

・
成
田
市
で
計
四
基
が
あ
る
‐

―
の

．児
ｔ
配
十
る
‐
児
サ１１‐
ｒ
安
像
ネ
は
、
　

，
…

（
基
あ
り
、
印

三
　
子
安
像
塔
の
成
立
と
現
況

１
　
下
絡
で
の
子
安
像
塔
の
成
立
と
中
期
の
様
相

江
戸
時
代
後
期
後
半
か
ら
下
総
地
方
で
は
、
如
意
輪
観
音
像
を
ｉ

尊
と
し
た
十
九
夜
塔
に
朴
わ

っ
て
、
子
安
像
を
刻
ん
だ
千
安
像
塔
が

女
人
講

の
石
塔
を
代
表
し
て
い
く
。
現
在
ま
で
を
合
む
そ
の
数
は
、

約

一
〇
二
九
恭
と
下
総
地
方
の
全
十
九
夜
塔
の
約
半
数
を
占
め
、
特

に
、
印
西
市
域
と
そ
の
周
辺
で
は
、
数
的
に
も
群
を
抜

い
て
い
る
。

子
授
け
と
安
産
を
祈
願
す
る
予
安
信
仰
は
、
石
祠
や
丸
石
な
ど
を

祀
る
原
初
的
な
基
層
信
仰
と
し
て
、
道
祖
神
祭
祀
な
ど
と
と
も
に
普

西
市
域
や
栄
町
に
多
く
、
中
で
も
本
埜
地
区
瀧
水
寺

の
安
永
五
年

（
一
七
七
六
）
「
子
安
観
世
音
」
銘

の
子
安
像
塔

（写
真
１７
）
は
、
今

も
美
し
い
姿
で
祀
ら
れ
て
い
る
。

（一
）の
子
安
像
を
石
祠
内
に
安
置
ま
た
は
浮
彫
り
し
た
石
祠
型
の
子

安
像
塔
は
、
浦
部
の
鳥
見
神
社
の
文
化
三
年

（
一
人
〇
六
）
銘
の
石

祠

（写
真
１８
）
な
ど
、
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
下
総
全
体
で

一
三

基
あ
る
。

こ
の
①
二
児
型
と
②
石
祠
型
の
特
徴

の
ル
ー
ツ
は
、
上
総
地
方

の

袖
ケ
浦
市
百
日
本
子
安
神
社
の
子
安
像
塔

（図
６
左
上
）
に
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
祠
の
中
に
、
肩
と
懐
の
二
児
と
共
に
主
尊
を
浮
き

彫
り

に
し
た
こ
の

一
子
安
大
明
神
」
銘

の
女
神
像
は
、
元
禄
四
年

写
真
１６
　
尾
上
住
吉
神
社
境
内
の
子
安
像
塔

享
保
十
八
年

「子
安
大
明
神
」
銘
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現
象
と
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
下
総
で

の
十
九
夜
塔
造
立
の
伝
播
の
中
核
と
な

っ
た
の
は
、
印
西
市
域
で

あ

っ
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
山
岳
宗
教
の
影
響
を
受
け
て
常
陸

で
芽
吹
い
た
十
九
夜
念
仏
と
、
十
九
夜
塔
造
立
の
揺
笙
の
場
と
な
っ

た
利
根
町
な
ど
利
根
川
対
岸
の
信
仰
文
化
を
、
印
西
市
域
が
受
容
し

や
す
く
、
そ
れ
ら
を
、
印
格
沼
を
通
じ
て
下
総
全
体
に
発
信
し
や
す

い
位
置
に
あ

っ
た
こ
と
、
我
孫
子
市
正
泉
寺
の
血
盆
経
に
み
ら
れ
る

よ
う
な
、
血
の
池
地
獄
か
ら
の
救
済
を
説
く
女
人
成
仏
へ
の
信
仰
が

利
根
川
中
流
域
で
盛
ん
だ

っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
地
域
が
印
格
沼

・
利
根
川
水
運
が
も
た
ら
し
た
経
済

的
な
豊
か
さ
が
基
盤
に
あ

っ
た
こ
と
も

一
つ
で
あ
ろ
う
。

´´
´

図2 下総地方の十九夜塔造立数の推移
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写
真

17

（
一
六
九

一
）
の
銘
を
も

つ

が
千
葉
県
内
最
古
で
あ
る
。

滝
瀧
水
寺
の
子
安
像
塔
　
安
永
五
年

「子
安
観
世
音
」
銘

浦
部
鳥
見
神
社
の
子
安
像
塔
　
文
化
三
年
銘

像
す
る
過
程
で
生
み
出
さ
れ
た
特
異
な
石
造
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る

。
一
方
、
利
根
川
中
下
流
域
で
は
、
栄
町
に
元
文
五
年

（
一
七
四
〇
）

「
子
安
観
音
」
銘
の
光
背
型
子
安
像
塔
、
香
取
市
虫
幡
に
元
文
六
年

「
人
日
講
」
（出
羽
三
山
信
仰
の
講
）
の
銘
の
子
安
像
塔
が
造
ら
れ
る
。

半
珈
坐
で
懐
に
子
を
抱
い
た
そ
れ
ら
の
像
容
は
、
真
正
面
を
向
い
た

大
日
如
来
像
を
紡
彿
と
さ
せ
る
姿
で
、
湯
殿
山
な
ど
の
山
岳
密
教
と

子
安
信
仰
が
不
可
分
で
あ

っ
た
可
能
性
を
示
唆
さ
せ
る
。

ま
た
十
九
夜
塔
の
主
尊
の
如
意
輪
観
音
像
に
子
を
抱
か
せ
た
子
安

像
塔
も
、
宝
暦
元
年

（
一
七
五

一
）
酒
々
井
町
尾
上
住
吉
神
社
に
登

場
す
る
。
右
手
を
頬
に
当
て
左
手
に
子
を
抱
か
せ
た
姿
で
、
「
子
安

大
明
神
」
と

「女
人
講
中
」
の
銘
が
あ
る
。
（図
６
下
段
）

写
真
１９
　
行
徳
稲
荷
神
社
の
子
安
像
塔

宝
暦
五
年

「十
九
夜
念
仏
講
中
」
銘

“
筆
者
の
調
査
で
は
、
こ
の
子
安
像
塔

以
上

の
よ
う
な
成
立
萌
芽
期

の
二
児
型
と
石
祠
型

の
子
安
像
塔

は
、
仏
教
的
儀
軌
に
よ
る
如
意
輪
観
音
像
を
主
尊
と
す
る
十
九
夜
塔

と
は
異
な
り
、
原
初
的
な
神
道
祭
祀
の
主
尊

「
子
安
神
」
の
姿
を
造

そ
の
後
、
こ
の
像
容
の
子
安
像
塔
は
、
宝
暦
五
年
に
本
埜
地
区
行

徳

の
稲
荷
神
社
に

「
十
九
夜
念
仏
講
中
」
の
銘
で
建
て
ら
れ

（写
真

１９
）
、
続

い
て
、
明
和
元
年

（
一
七
六
四
）
に
印
藤
地
区
平
賀

の
不

動
堂
に

「
念
仏
講
中
善
女
」
銘

（写
真
２０
）
で
、
さ
ら
に
近
く
の
観

音
堂
に
も
同
年
に
全
く
同
じ
姿
で
造
塔
さ
れ
る
な
ど
、
富
里
市

・
船

橋
市
な
ど
の
例
を
含
め
、
下
総
全
体
で
は
江
戸
中
期
で
計

一
四
基
を

数
え
る
。

こ
れ
ら
の
大
日
如
来
像
や
思
惟
相

の
如
意
輪
観
音
像
に
子
を
抱
か

せ
た
子
安
像
塔
は
、
従
来

の
十
九
夜
な
ど
月
待
塔
や
念
仏
講
の
主
尊

の

一
子
安
観
音
」
像
と
し
て
造
像
さ
れ
た
可
能
性
が
高

い
。

こ
の
ほ
か
、
岩
戸
の
西
福
寺
で
は
、
安
永
四
年

（
一
七
七
六
）
に

写
真
２０
　
平
賀
不
動
堂
の
子
安
像
塔

明
和
元
年

「念
仏
講
中
善
女
」
銘

′ん /
||

|| 神ヶ浦市

百日本子安神社

元繊4年 (1691)

洒々井町

ね木 :断光寺葛地

,o文 6年 (1710)

洒々井町

下岩橋 大仏頂寺

延
=元
年 (1,44)

洒 々丼町

伊篠 白幡神社

明和7年 (,70)

栄町

西新日置国

テ文6年 (|'4∫ )

酒々井町

尾■住吉神社

宝層元年 (1751)

■

，

一
●
Ｉ

●
，

●
′

，

●
●

図6 出現・萌芽期の子安像塔

洒々井町

'酉

々丼朝曰神社

宝層 年 (1754)

-58-

,取市
虫幡日向山案師堂

元文5年 (1741)
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■

写
真
２１
　
戸
神
青
年
館
の
子
安
像
塔

嘉
永
七
年

「子
安
観
世
音

。
女
人
講
中
」
銘

３
　
近
代
か
ら
現
代

へ
続
く
子
安
像
塔

表
６
と
図
３
お
よ
び
、
表
７
と
図
４
は
、
筆
者
が
参
考
文
献
の
各

自
治
体
等

の
調
査
報
告
書
を
も
と
に
実
見
し
た
子
安
塔
を
集
計
し
、

表
と
グ
ラ
フ
に
し
た
も

の
で
あ
る
。
図
５
は
、
子
安
塔
に
、
石
田
年

ｆ
氏
の
報
告
を
も
と
に
集
計
し
た
十
九
夜
塔
の
造
立
数
と
合
わ
せ
た

グ
ラ
フ
で
あ
る
。

沐
木
の
こ
ろ
、
下
総
地
方
で
は
、
子
安
像
塔
は
如
意
輪
観
音
像

の

―
九
夜
塔
を
凌
駕
す
る
数
が
造
塔
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
時
代

＝
”
は
、
女
人
講
が
建
立
す
る
石
造
物

の
主
流
と
な
る
。
明
治
か
ら

人
＝
川
の
終
わ
―，
ま
で
の
造
塔
数
は
五
八
年
間
に
三
四
人
基
と

い
う

ル
ー
の
は
る
か
、　
．
方
、
そ
の
地
域
差
も
大
き
く
な
る
。

２
　
江
戸
後
期
の
子
安
像
塔
の
変
化

江
戸
中
期
に
酒
々
井
町
や
栄
町
、
小
見
川
町

（現
香
取
市
）
、
印

謄
地
区
な
ど
で
創
造
さ
れ
た
子
安
像
塔
は
、
そ
の
慈
愛
に
満
ち
た
や

さ
し
い
姿
が
好
ま
れ
、
後
期
に
は
印
播
沼
周
辺
や
利
根
川
下
流
域
か

ら
下
総
各
地
に
広
が
る
。
化
政
文
化
の
反
映
で
あ
ろ
う
か
、
蓮
幸
や

子
を
あ
や
す
玩
具
を
持
ち
、
天
衣
を
ま
と
う
華
麗
な
像
も
、
石
工
の

創
意
と
技
で
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
方
、
復
古
神
道
の
影
響
か
、
利
根
川
下
流
域
の
東
庄
町
で
は
吉

野
の

「
子
守
明
神
像
」
を
、
神
崎
町
で
は
神
功
皇
后
像
を
モ
デ
ル
に

し
た
と
思
わ
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
子
安
像
塔
も
建
立
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
後
期
の
子
安
像
塔
の
保
存
状
態
は
軟
質
石
材
の
た
め
良
好
と

は
い
え
な
い
が
、
祠
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
八
千
代
市
島
田
台
長
唱

寺

（天
保
十

一
年
Ｙ
鎌
ヶ
谷
市
鎌
ヶ
谷
八
幡
神
社

（天
保
十
四
年
Ｙ

白
井
市
中
薬
師
堂

（弘
化
三
年
Ｙ

戸
神
青
年
館

（嘉
永
七
年
　
写

真
２１
）
な
ど
で
は
、
建
立
当
時
の
美
し
い
姿
の
子
安
像
塔
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

ま
た
後
期
で
は
、
目
的
や
主
尊
の
格
を
あ
ら
わ
す
銘
も
、
台
石
な

ど
に
大
き
く

「女
講
中
」
あ
る
い
は

「女
人
講
中
」
と
記
す
よ
う
に

変
化
す
る
。
お
そ
ら
く
建
塔
す
る
講
の
性
格
も
、
女
人
救
済
の
念
仏

主
体
の
講
か
ら
、
安
産
と
子
育
て
を
祈
願
し
、
集
落
の
女
性
た
ち
共

同
体
の
親
睦
を
深
め
る
目
的
の
子
安
講

へ
と
変
わ

っ
て
い
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

明
治
維
新
時
廃
仏
毀
釈

が
激
し
か

っ
た
香
取
神
宮

の
信
仰
圏

の
利
根
川
下
流

域
と
東
総
地
域

で
は
、
維

新
後
、
十
九
夜
塔

の
造
立

も
無
く
な
り
、
子
安
像
塔

に
切
り
替
わ
る
が
、
そ

の

数
は
多
く
は
な

い
。
ま
た
、

江
戸
期
を
通
じ

て
十
九
夜

塔

の
数
も
低
調
だ

っ
た
江

戸
川
流
域

で
は
、
子
安
像

塔

に
切
り
替
わ
る
こ
と
な

く
、
女
入
講

に
よ
る
造
塔

は
、
近
世

の
終
焉
と
と
も

に
幕
を
閉
じ
る
。

一
方
、
印
西
市
域
と
印

磨

沼

周

辺

の
地
域

で
は
、

幕
末

に
子
安
像
塔

に
替
わ

る
が
、
講

の
名
称
と
し

て

「
十
九
夜
」

の
銘
を
残
す
子

安
像
塔
も
あ
る
。
何
年
か

お
き
に
造
塔
す
る
習
俗
も
、

７
）

印西市

岩戸 西福寺

安永 5年 (1776)

我素子市

江蔵地■年館

天明元年 (1,81)

印西市

松崎火皇子神社

天明 7年 (1787)

佐倉市

鏑木周億院

寛政6年 (1,94)

図7 印西市域から発展した中期子安像塔の一型式

両
手
で
子
を
抱
き
、
体

を
傾
け

て
子
を
見

つ

め
る
姿

の
子
安
像
塔

が
造

ら
れ
、

こ

の
ス

タ
イ

ル
は
天
明
七
年

（
一
七
八
七
）
に
松
崎

の
火
皇
子
神
社
を
は
じ

め
、
岩
戸
の
高
岩
寺
や

広
済
寺
、
荒
野
の
安
楽

院
な
ど
印
西
市
域
に
七

基
あ
り
、
江
戸
中
期
の

こ
の
地
域
に
特
有
な
像

容
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
こ
の
像
容

は
、
中
期
末
に
佐
倉
市

や
千
葉
市
に
伝
播
し
、

後
期
前
半
の
代
表
的
な

像
容
と
し
て
下
総
各
地

に
広
が
っ
て
い
く
。
（図

表6 下総地方の子安像塔造立数

造立年代 東京湾岸域
利根川
中流域

印西市
印糖・

手賀沼周辺
利根川
下流域

東総地域 下総 計
～ 1700 () () 01

～ 1750 (:)

10 28

l

12～ 1800 ]]

47

21 ll

55

94

～ 1850

10 95

698

18 41

26 .1 292

15 (3 198

1 1)4

64
～ 1900 51 105

～ 1950 82

～ 2000 10 59

不  明 7 2()

25766

15 30

172

100

合 計 165 338 37 1()39

-60--61-

「

:「
｀ヽ
―一´

｀
を
｀

ヽ `

1.
ヽ

ヽ
′

ヽ ヽ

『ｒ

Ｐ
ｒ
い
い
Ｐ

q

〕
()| 01

|

(,|

01 21 21

9

251

|22 21

211

『



60■――

‐‐0-東京湾岸域

→
=卜
利根川中流域

¬い・ 印西市

→←・ 印旗・手賀沼周辺

‐■‐利根川下流域

東総地域

～1700  ～1750  ～ 1800  ～1850  ～1900  ～1950

●・´ヽ ●―
―

`01

下総地方の子安像塔造立数の推移

|

|

201

,コ

,¨

●

40

■

印
藩
地
区

・
佐
倉

市

・
八
千
代
市

・

自

井

市

な

ど

に

多
く
、
印
西
市
域

で
は
、
造
谷
の
真

珠
院

・
角
田
の
薬

師
堂

・
師
戸
の
広

福
寺

・
鎌
苅
の
東

祥

寺

な

ど

の
寺

院

や

旧

仏

堂

の

境
内
に
、
数
基
以

上

の
子

安

像

塔

が

並

ぶ
光

景

も

珍
し
く
な
い
。

近
代

の
子
安
像

の
像

容

は
、

未

敷

蓮

華

を

高

く

持

ち
、

天

衣

を

翻
す
像
が
多

く
、

自
由
な
発
想
に
よ
る
ふ
く
よ
か
な
授
乳
姿
の
母
子
像
な
ど
変
化
に
富

む
が
、
模
倣
に
よ
る
類
型
も
地
域
ご
と
に
多
い
。
授
乳
す
る
姿
で
母

子
と
も
に
豊
満
な
像
が
、
大
正
時
代
の
人
千
代
市
以
西
を
中
心
に
み

醤
と
丸
顔
に
沿

っ
た
垂
髪
で
授
乳
す
る
姿
が
特
徴
的
な
子
安
像
塔

が
、
印
西
市
域
中
心
に

一
人
基
の
類
型
が
あ
る
。

現
代
に
入
る
と
、
戦
後
の

一
時
期
は
造
塔
も
少
な
く
、
あ

っ
て
も

石

工

の
技

量

の

乏

し

い
像

が
多

い
。
そ
の
後
の
都

市

化

や
少

子

化

で
、
子
安
講
も
解

散

し

た

地

域

も

み
ら
れ
る
が
、
師

戸
の
広
福
寺
、
鎌

苅

の
東
祥
寺
、
松

崎

の
中

郷

多

聞

院
、
前
戸
向
堂
な

ど
で
は
、
平
成
に

入

っ
て

か

ら

も

な

お

造

塔

が

続

い
て
お
り
、
ま
た

八

千

代

市

下

高

野

の
福

蔵

院

や

佐

倉

市

生

谷

の

専
栄
寺
で
は
、
平

下総地方の子安文字塔・石祠造立数の推移

16

14

10

4

,¨

お
わ
り
に

‐●‐薇 京湾岸域

→卜■1根川中流域

¬■・ 印西市

→■‐印膳・手賀沼周辺

→■■1根川下流域

東総地域

ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
富

国
強
兵
を
背
景

に

『
産

め

よ
増
や
せ
よ
』

の
時
代
で
、

ま
た
宗
教
的
な
因
習
を
排

し
、
母
子
保
健

に
力
が
注

が
れ
た
時
代

で
あ

っ
た

こ

と
を
象
徴
し
て

い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

印
播
沼
周
辺

の
地
域

に

お
け
る
近
現
代

の
代
表
的

な
像
容
は
、
蓮
華
と
天
衣

が
特
徴

の
戸
神
青
年
館

の

明
治
十
九
年

（
一
人
八
六
）

の
子
安
像
塔

（写
真
２２
）
で
、

細
部
ま

で
同
じ
意
匠
を
含

め
類
型
は
四
三
基
、
天
衣

が
な

い
が
同
じ
姿

の
類
型

は

一
六
基
を
数
え
る
。

ま
た
小
林
光
明
寺
墓
地

の
大
正
七
年

（
一
九

一
人
）

の
子
安

像

塔

（
写
真

２３
）

な
ど
、
高
く
角
張

っ
た
宝

下
総
地
方
の
地

域

共

同

体

に

よ

る

石

造

物

の
代

表
と
し
て
、
庚
申

塔

・
十
九
夜
塔

・

子

安

像

塔

を

取

り
あ
げ
、
そ
の
年

代

別

の
推

移

と

分

布

の
地

域

性

を
集
計

・
グ
ラ
フ

化

を

試

み

た

結

果
、
印
西
市
域
は

講

の
石

塔

が
数

多

い
だ

け

で

な

く
、
近
隣
か
ら
す

ば

や
く
受

容
し
、

そ

し

て
周

辺

地

域

に
発

信

す

る

機

能

性

に
富

む

図3 下総地方の子安像塔造立数の推移図4 下総地方の子安文字塔・石祠造立数の推移

下総地方の女人講石塔造立数の推移

～1,00 ～1750 ～18∝)～ 1850 ～1900 ～1950 ～2∝Ю

成
二
十
年
以
降
の
新
し
い
子
安
像
塔
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

600T
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―●‐+九夜塔

子安像塔

‐中 ‐子安文字
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図5 下総地方の女人講石塔造立数の推移

造立年代 東京湾岸域
利根川
中流域

印西市
印腰・

手賀沼周辺
利根川
下流域

東総地域 下総 計

～ 1700

～ 1750 ()

8

15

～ 1800 35

～ 1850 13 38

～ 1900
() |:) ()

12

・ 1～ 1950

～ 2000

不  明 3

28

13

合 計 ll 34 28 116

-62--63-
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1

写
真
２２
　
戸
神
青
年
館
の
子
安
像
塔
　
明
治
十
九
年

「女
人
講
中
」
銘

■

写
真
２３
　
小
林
光
明
寺
墓
地
の
子
安
像
塔
　
大
正
七
年
銘

地
域
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
た
。

石
造
物
は
、
地
域
の
人
々
の
信
仰
の
対
象
で
あ
る
と
と
も
に
、
建

て
ら
れ
た
時
か
ら
、
公
共
の
場
に
ひ
ろ
く

「
公
開
」
さ
れ
て
き
た
野

外
の
文
化
財
で
あ
り
、
語
り
部
で
あ
る
。
今
後
、
印
謄

・
本
埜
地
区

財
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
２
０
１
１
年
版
」
。

９
　
『房
総
の
石
仏
』
第
二
四
号
二
二
～
三
三
頁
、
二
〇

一
四
年
。

１０
　
『房
総
の
石
仏
』
第
二
〇
号
二
人
～
六
三
頁
、
二
〇

一
〇
年
。

Ｈ
　
「房
総
の
石
仏
』
第
二

一
号

一
人
～
三
六
頁
、
二
〇

一
一
年
。

１２
　
「房
総
の
石
仏
』
第
二
二
号
四
六
～
六
六
頁
、
二
〇

一
二
年
。

１３
　
な
お
、
我
孫
子
市
内
に
は
、
中
央
公
民
館
中
庭
に
天
正
九
年

（
一
五
人

一
）
の

「申
待
供
養
」
銘
の
中
世
板
碑
が
あ
る
。

１４
　
大
畠
洋

一
「青
面
金
剛
の
オ
リ
ジ
ン
を
探
る
」
（
「日
本
の
石

仏
」
七
二
号
　
四
頁
、
（
一
九
九
四
年
）

１５
　
大
畠
洋

一
「
生
首
持
ち
型
青
面
金
剛
」
（
「
日
本
の
石
仏
』

一
四
人
号
　
六
九
頁
、
二
〇

一
三
年
）
。

１６
　
石
田
年
子

「
印
播

・
手
賀
沼
周
辺
の

「生
首
持
ち
庚
申
」

の
詳
細
」
（
『
日
本

の
石
仏
』

一
四
九
号
五
〇
～
五

一
頁
、

二
〇

一
四
年
）
、
「
北
総
の
生
首
持
ち
庚
甲
」
日
本
石
仏
協

会
公
開
講
座
資
料

（
二
〇

一
四
年
）
。
な
お
、
二
〇

一
五

年
に
筆
者
が
中
根
で
も
写
真
６
と
同
じ
像
容
の
寛
延
二
年

（
一
七
四
九
）
銘
の
庚
甲
塔
を
実
見
し
て
お
り
、
印
西
市
内

の
数
は
四
三
基
に
の
は
る
。

１７
　
榎
本
正
三

「武
西
の
百
庚
申
」
（
「房
総
の
石
仏
」
第
十
二
号

一
九
～
二
九
頁
、　
一
九
九
七
年
）
。

１８
　
我
孫
子
市
史
研
究
セ
ン
タ
ー
合
同
部
会
『我
孫
子
の
庚
申
塔
』

（二
〇
〇
〇
年
）
。

の
石
造
物
に
つ
い
て
も
悉
皆
調
査
が
進
な
、
印
西
地
区
の
調
査
報
告

書
の
よ
う
な
詳
細
な
デ
ー
タ
が
揃
う
こ
と
に
よ
り
、
印
西
市
域
全
体

の
歴
史
と
民
俗
が
よ
り
明
ら
か
に
な

っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

一
■

一１

『印
西
町
石
造
物
第

一
～
人
集
」
（印
西
町
教
育
委
員
会
、

一
九
七
九
～
九

一
年
）
。

２
　
前
掲
註
２
、
「
石
と
の
語
ら
い
」
（印
西
町
教
育
委
員
会
、

一
九
九
二
年
）
。

３
　
脊
書
房
、　
一
九
九
二
年
。

４
　
前
掲
註
１
。

５
　
『白
井
町
石
造
物
調
査
報
告
書
』
第

一
集
～
第
四
集

（自
井

町
教
育
委
員
会

一
九
八
六
～
八
九
年
）
。

６
　
八
千
代
市
史
編
さ
ん
委
員
会

「
石
造
文
化
財
」
「
八
千
代

市
の
歴
史
　
近
代

・
現
代
Ⅲ
　
石
造
文
化
財
』
三
七
九
～

四
九
八
頁

（八
千
代
市
、
二
〇
〇
六
年
）
。

７
　
千
葉
県
石
造
文
化
財
調
査
団

『千
葉
県
石
造
文
化
財
調
査
報

告
』
（千
葉
県
教
育
委
員
会
、　
一
九
人
〇
年
）
。

８
　
白
井
豊

ニ
ロ
村
光
敏

・
吉
田
文
夫

・
西
岡
宣
夫

「
下
総
地
方

中
部
８
市
町
村

（習
志
野
市

・
佐
倉
市

・
成
田
市

・
四
街
道

市

・
酒
々
井
町

・
人
街
町

・
印
播
村

・
本
埜
村
）
石
造
文
化

１９
　
筑
波
町
史
編
纂
委
員
会

「筑
波
町
石
造
物
資
料
集
　
上
巻
』

〓
二
六
～

一
三
七
頁

（
一
九
人
三
年
）
。

２０
　
中
上
敬

一
茨
城
県
の
十
九
夜
念
仏
塔
」
（『茨
城
の
民
俗
』
第

四
四
号
人
七
～
九
五
頁
、
二
〇
〇
五
年
）
。

２１
　
我
孫
子
市
江
蔵
地
青
年
館
の
享
保
三
年
銘
の
十
九
夜
塔
を
、

『我
孫
子
市
史
資
料
　
金
石
文
篇
Ｉ
石
造
物
』
で
は
、
「如
意

輪
観
音

・
十
九
夜
塔
」
の

「
（如
意
輪
観
音
浮
彫
）」
の
下
に

「
＊
赤
子
を
抱
く
。」
と
記
載
し
て
い
る
。
榎
本
正
三
氏
は
、

こ
の
十
九
夜
塔
を

「抱
き
子
の
子
安
観
音
」
（「金
石
文
が
語

る
女
人
信
仰
」
「印
西
町
の
歴
史
』
第
二
号
）
と
さ
れ
、
「
子

安
観
音
の
像
容
の
起
源
と
し
て
、
利
根
川
下
流
域
を
中
心
に
、

如
意
輸
観
音
像
を
刻
む
十
九
夜
塔
が
盛
ん
に
建
て
ら
れ
る
中

で
、
子
を
抱
く
如
意
輪
観
音
の
姿
が
創
り
だ
さ
れ
る
」
（
『女

人
哀
歌
」
）
と
述
べ
、
ま
た

『石
と
の
語
ら
い
』
で
も

「如

意
輪
観
音
か
ら
の
変
容
」
の
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

平
岩
毅
氏
も
こ
の
塔
が

「
（千
葉
）
県
内
最
古
」
で

「
（子
安
）

観
音
の
発
祥
地
を
暗
示
す
る
」
（「
子
安
観
音
」
「房
総
の
石

仏
百
選
』
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
筆
者
が
実
見
す
る
と
、

未
敷
蓮
華
を
持
つ
思
惟
相
の
如
意
輪
観
音
像
で
あ

っ
た
。

２２
　
前
掲
註
９
。

２３
　
石
田
年
子

「
利
根
川
中
流
域
の
女
人
信
仰
―
野
田
市

・
十
九

夜
塔
を
中
心
と
し
て
―
」
（
『研
究
報
告
』
第

一
〇
号

一
六
～
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■

三
三
頁
、
千
葉
県
立
関
宿
城
博
物
館
、
二
〇
〇
六
年
）
。

２４
　
前
掲
註
９
、
１６
。

２５
　
筆
者
は
、
子
安
像
の
有
無
に
関
係
な
く

「
子
安
塔
」
と
総
称

さ
れ
る
石
塔
に
つ
い
て
、
女
神
や
観
音
な
ど
の
母
性
を
明
ら

か
に
し
た
主
尊
が
子
を
抱
く
像
を

「
子
安
像
」
、
こ
の
像
容

の
あ
る
石
塔

・
石
祠
を

「子
安
像
塔
」
と
定
義
し
、
像
容
は

な
い
が

「
子
安
大
明
神
」
や

「
子
安
観
音
」
な
ど

「
子
安
」

の
銘
の
あ
る
石
塔
と
石
祠
を

「
子
安
文
字
塔

・
石
祠
」
と
分

類
し
分
析
す
る
。

２６

『
千
葉
県
石
造
文
化
財
調
査
報
告
』

に
、
「
元
禄
三
年
」

（
一
六
九
〇
）
の
初
出
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
銚
子
市
若

官
町
東
岸
寺
の
子
安
塔
は
、
風
化
崩
壊
が
進
ん
で
い
て
銘
文

は

「文
」
の
字
の
み
判
読
が
可
能
で
あ

っ
た
。
形
状
や
石
材

の
質
か
ら
、
江
戸
時
代
後
期
の
文
化
三
年
ま
た
は
文
政
三
年

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
「
元
禄
三
年
の
銚
子
市
の

子
安
観
音
」
と
い
う
こ
の
デ
ー
タ
は
、
『千
葉
市
文
化
財
調

査
報
告
』
や

『船
橋
市
の
石
造
文
化
財
』
に
、
千
葉
県
の
子

安
観
音
の
最
古
例
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

２７
　
拙
稿

「東
庄
町
の
子
安
塔
」
（
『東
庄
町
石
造
物
調
査
報
告
』

一
九
～
二
二
頁
、
二
〇

一
三
年
）

２８
　
前
掲
註
９
。

南
地
区
）

柏
市
教
育
委
員
会
　
一
九
九
六
年

『柏
の
金
石
文

（１
）』

鎌
ケ
谷
市
郷
土
資
料
館
　
一
九
八
六
年

『鎌
ヶ
谷
市
資
料
編
Ｉ
金

石
文
』

一
九
九
三
年

『鎌
ケ
谷
市
郷
土
資
料
館
調
査
報
告
書
Ⅲ

（鎌

ケ
谷
の
民
間
信
仰
）』

神
崎
町
史
編
さ
ん
委
員
会
　
一
九
八
五
年

『神
崎
町
史
資
料
集
金

石
文
等
』
神
崎
町

栄
町
文
化
財
審
議
会

一
九
八
八
年

『栄
町
の
地
蔵

・
観
音
』
栄
町

文
化
財
シ
リ
ー
ズ
第
二
集
　
栄
町
教
育
委
員
会

芝
山
町
町
史
編
纂
準
備
室
　
一
九
八
二
年

『芝
山
町
石
造
文
化
財

調
査
報
告
』
芝
山
町
教
育
委
員
会

芝
山
町
史
編
纂
室
　
二
〇

一
三
年

『芝
山
町
史
　
石
造
物
編
』
芝

山
町
教
育
委
員
会

下
総
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
　
二
〇
〇
六
年

『下
総
町
石
造
物
目

録
』

沼
南
町
史
編
さ
ん
委
員
会

　
一
九
九
二
年

『沼
南
町
史
　
金
石
文

（Ｉ
～
Ｉ
）』
沼
南
町
教
育
委
員
会

関
宿
町
教
育
委
員
会
　
一
九
人
三
年

『関
宿
町
の
石
物
　
文
化
財

調
査
報
告
第

一
集
』

千
葉
市
教
育
委
員
会
　
一
九
八

一
年

『千
葉
市
文
化
財
調
査
報
告

書
　
第
五
集
　
路
傍
の
石
仏
』

参
考
文
献

足
立
区
教
育
委
員
会
文
化
財
調
査
金
石
文
調
査
団
　
一
九
八
六
年

『足
立
区
文
化
財
調
査
報
告
書
　
庚
申
塔
編
』
足
立
区
教
育

委
員
会

我
孫
子
市
金
石
文
編
集
委
員
会
　
一
九
七
九
年

『我
孫
子
市
史
資

料
金
石
文
篇
Ｉ
石
造
物
』
我
孫
子
市
教
育
委
員
会

入
谷
雄
一
一　
一
一〇

一
一
年

「
デ
ー
タ
か
ら
見
た
庚
申
塔
の
造
立
」

「房
総
の
石
仏
』
第
二

一
号

一
～

一
二
頁
　
一房
総
石
造
文
化

財
研
究
会

海
上
町
教
育
委
員
会

　
一
九
八
六
年

『海
上
町
の
石
造
文
化
財

増
補
版
』

榎
本
正
三
一　

一
九
八
六
年

「金
石
文
が
語
る
女
人
信
仰
」
『印
西

町
の
歴
史
』
第
二
号
二
～
四
〇
頁
　
印
西
町
史
編
さ
ん
室

一
九
八
九
年

「十
九
夜
塔
の
銘
文
か
ら
み
た
女
人
信
仰
」
『房

総
の
石
仏
』
第
五
号
九
～
三
〇
頁
　
一房
総
石
造
文
化
財
研
究

会一
九
九
三
年
「北
総
の
子
安
塔
と
そ
の
背
景
」
「日
本
の
石
仏
』

六
六
号
四
～

一
六
頁
　
日
本
石
仏
協
会

一
九
九
九
年

「
如
意
輪
観
音
」
『房
総
の
石
仏
百
選
』
六
〇

～
六

一
頁
房
総
石
造
文
化
財
研
究
会
編
　
た
け
し
ま
出
版

小
見
川
史
談
会
　
二
〇
〇
九
～

一
二
年

『小
見
川
の
石
造
物

（西

地
区
編
）』
『同

（北
地
区
）』
『同

（中
央
地
区
）』
『同

（東
・

富
里
村
教
育
委
員
会
　
一
九
八

一
年

『富
里
の
石
造
文
化
財

』

中
上
敬

一
　

一
九
九
〇
年
「十
九
夜
念
仏
源
流
考
」
『日
本
の
石
仏
』

五
四
号
二
〇
～
三
〇
頁
　
日
本
石
仏
協
会

流
山
市
教
育
委
員
会

　
一
九
七

一
～
七
四
年

『流
山
市
金
石
文
記

録
集

（上

・
中

・
下
）』

流
山
市
立
博
物
館

　
一
九
人
七
年

『流
山
市
の
石
仏
』

野
田
市
史
編
さ
ん
委
員
会
　
一
九
六
七
年

『民
間
信
仰
を
中
心
と

す
る
野
田
市
金
石
調
査
資
料
集
』
野
田
市

平
岩
毅
　
一
九
八
五
年

「下
総
の
子
安
信
仰
・石
造
品
分
布
」
『会

報
二
四
号
』
房
総
石
造
文
化
財
研
究
会

一
九
八
八
年

「
千
葉
市
の
十
九
夜
念
仏
」
『房
総
の
石
仏
』

第
六
号
　
一房
総
石
造
文
化
財
研
究
会
　
一
～

一
五
頁

一
九
九
九
年

「
子
安
観
音
」
『房
総
の
石
仏
百
選
』
六
八
～

六
九
頁
　
一房
総
石
造
文
化
財
研
究
会
編
　
た
け
し
ま
出
版

船
橋
市
　
一
九
人
四
年

『船
橋
市
の
石
造
文
化
財

（市
史
資
料
）』

船
橋
市
史
談
会
　
一
九
七
九
年
『船
橋
地
区
石
造
物
調
査
報
告
（前

篇
）』

房
総
石
造
文
化
財
研
究
会
　
一
一〇

一
三
年

『東
庄
町
石
造
物
調
査

報
告
」

松
尾
町
　
一
九
九
〇
年

『石
造
物
シ
リ
ー
ズ
Ⅲ
』

松
戸
市
文
化
ホ
ー
ル
　
一
九
八
六
～
人
七
年

『松
戸
市
内
石
造
物

文
化
財
調
査
概
報
Ⅱ
～
Ⅲ
』
松
戸
市
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横
田
甲

一
　

一
九
八
二
年

「
如
意
輪
観
音
と
子
安
観
音
」
「日
本

の
石
仏
』
二
三
号
二
三
～
三
〇
頁

四
街
道
市
文
化
財
審
議
委
員
会
　
一
九
九
七
年

『四
街
道
市
の
文

化
財
　
二
三
号
』
四
街
道
市
教
育
委
員
会

参
考
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

石
川
博
司
　
二
〇
〇
四
～

一
四
年
「
庚
申
塔
物
語
」
『民
俗
の
宝
庫
』

石
仏
信
人
　
三
〇
〇
八
～

一
四
年

「
北
総
石
仏
」
『石
仏
神
心
』
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